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レ
ベ
ル
の
意
味

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
取
組
に
つ
い
て
大
幅
に
改
善
を
要

す
る
レ
ベ
ル

フ
ィ
ー
ル
ド
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ー
ク
の
取
組
に
つ
い
て
や
や
改
善
を
要
す

る
レ
ベ
ル

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
取
組
に
つ
い
て
満
足
で
き
る
レ
ベ

ル
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
取
組
に
つ
い
て
十
分
満
足
で
き
る

レ
ベ
ル

具
体
的
特
徴

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
意
味
や
目
的
を
理
解
し
て
い
な
い
。

た
だ
参
加
す
る
だ
け
で
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
で
、
問
い
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
で
、
問
い
を
発
見
し
、
意
味
や
目

的
を
理
解
し
て
活
動
す
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
で
問
い
を
発
見
し
、
意
味
や
目

的
を
理
解
し
て
活
動
し
、
自
身
の
研
究
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
。

番
号

1
点
（
不
十
分
）

2
点
（
少
し
で
き
る
）

3
点
（
で
き
る
）

4
点
（
よ
く
で
き
る
）

得
点

自
然
へ
の
興
味
・
関
心
は
少
し
は
あ
る
が
、
う
す
い
。

自
然
へ
の
興
味
・
関
心
が
あ
る
。

自
然
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
い
。

自
然
へ
の
興
味
・
関
心
が
非
常
に
高
い
。

点

問
い
（
疑
問
や
課
題
）
を
立
て
ら
れ
な
い
。

抽
象
的
な
問
い
（
疑
問
や
課
題
）
を
立
て
ら
れ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
や
意
味
を
理
解
し
、
具
体
的
な
問
い

（
疑
問
や
課
題
）
が
立
て
ら
れ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
や
意
味
を
理
解
し
て
研
究
活
動
に
活

か
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
研
究
の
題
材
と
す
る
よ
う
な
見

通
し
の
あ
る
問
い
（
疑
問
や
課
題
）
を
立
て
ら
れ
る
。

点

実
習
へ
の
意
欲
が
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い
。

比
較
的
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い
範
囲
で
見
つ
け
た
サ
ン
プ
ル
だ
け
を
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集

す
る
。
実
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へ
の
意
欲
は
あ
ま
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つ
け
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習
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意
欲
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広
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に
わ
た
っ
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多
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の
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。
実

習
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意
欲
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。

点

動
植
物
の
同
定
、
分
類
を
あ
ま
り
行
う
つ
も
り
は
な
い
。

数
種
の
動
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物
に
つ
い
て
、
同
定
、
分
類
を
行
う
つ
も
り

で
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。

興
味
の
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動
植
物
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
同
定
、
分
類

を
行
う
つ
も
り
で
あ
る
。

興
味
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
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の
動
植
物
に
つ
い
て

積
極
的
に
同
定
、
分
類
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行
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つ
も
り
で
あ
る
。
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然
へ
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参
加
後
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い
の
発
見
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達
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加
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果
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見
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